
これから、私も子どもたちにその機会を与える側の人にななりたいといます。これから、私も子どもたちにその機会を与える側の人にななりたいといます。これから、私も子どもたちにその機会を与える側の人になりたいと思います。
ければ、高校の授業料は支払えず、途中で高校を辞めていた
と思います。この奨学金を得たことがいかに私に素晴らしい機
会を与えてくれたのかを考えますと感謝の気持ちでいっぱい
になります。高校を卒業して、ウボンラーチャターニー県にある
ウボンラーチャターニー・ラジャパット大学で英語を専攻しま
した。そのときも外部の奨学金と政府提供の学資ローンで授
業料や生活費を
補 填しました 。
大学生活にかか
る費用は多いで
すから、夏 休 み
など学校の長い
休みのときには
アルバイトをし
ていました。

  2005年に学士
課程を首席で卒
業しました 。遠
いところで働くよりも、自分が生まれ育った地元に貢献したい
と思い、教員採用試験を受けることを決めました。公務員とし
て私が生まれたヤソートン県の小中学校で英語を教えてもう
15年になります。現在、通常の教える仕事以外、EDFの奨学金
担当としての役割を果たす機会も得てとても光栄に思ってい
ます。奨学生に選ばれる前に学生の家庭を下調べに行くので
すが、その時はいつも自分が小さかった頃を懐かしく思い出し
ます。昔私が得たような機会を家庭の状況が良くない全ての
子どもたちが同じように得られることが出来るようにと願って
います。一方、私もその機会を与える側の人になれるのではな
いかと思い、昨年からEDFを通じて寄付をさせていただくこと
にしました。これからも引き続き支援を継続していきたいと思
います。
  最後に、まだ、お目にかかったこともありませんが、私と私の
家族の為に奨学金を支援してくださった「ヤマノ・クニコ様」
にとても感謝しております。タイのごく地方の一人の子供に教
育の機会を与えてくださり本当にありがとうございました。そ
のご支援のお蔭で今の私があります。また、タイの子どもたち
に今まで教育機会を提供してくださった全ての支援者の皆
様、EDFのスタッフの皆様に、益々のご幸福とご活躍をお祈り
します。

心からの感謝をこめて
ダオルアン・サワンセーン

元奨学生の「今」

第三十五号

2020年8月

中学生のときに奨学金を提供いただいた支援者の方がどうし
ておられるのかをEDFに問い合わせてきた元奨学生のダオル
アン・サワンセーンさんの手紙をご紹介します。現在タイ東北
地方ヤソートン県の小中学校の英語の先生をしています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 私はダオルアン・サワンセーンと申します。現在ヤソートン県
パーティウ郡コックナーコー町にあるバーンノンチュムセーン
小中学校で英語の教師をしています。私は、ヤソートン県カム
クアンケオ郡トゥンモン町にあるバーンマプリック校の中学生
だった1995-1997年のときに3年間EDF財団を通じて奨学金
をいただきました。そのときは高校に進学したいという気持ち
を強く持っていたので、中学生のときに使う費用を我慢して、
戴いた3年間の奨学金の殆どを貯金しました。そして、中学校
を卒業して、郡の有名なカムクアンケオチャヌーパタムという
高校に進学する夢が叶いました。貯金しておいた奨学金は全
て高校の授業料に使いました。そのときのEDFの奨学金がな

名前：ダオルアン・サワンセーンさん
本籍：ヤソートン県
学歴：Ubonratchathani Rajabhat 大学人文学部卒（英語専攻）
現在の職業：ヤソートン県のバーンノンチュムセーン小中学校の英
語教師
趣味：読書、音楽を聴くこと、木を植えること

新年度2021年度の奨学金募金活動は既に開始してい
ます。新規中学生、高校生共、その奨学金の募集期間は
2021年5月31までです。ご友人、知人へのご紹介、皆様ご
自身のご支援も含め、新年度も引き続きご協力を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます
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支援者・協力者の皆様とのより速く便利なコミュニケーションのために、 EDFのLINE Official Account を改めて公開させていた
だきたく思います。下記のQRコードをスキャンし、友だち登録いただくと、LINEで申込書•振込依頼書をご提出いただくことが可
能です。また、日本語、英語、タイ語でのご質問にお答えすることも出来ますので、是非ご利用ください。

他に、下記のようなソーシャルメ
ディアもありますのでフォローを

お願い申し上げます。

活動報告・お知らせ
2020年度の実績報告
Covid-19の影響を受け
た方々も少なくないと
思いますが、そんな状況
の中、2020年度（2019
年6月〜2020年6月）は
タイの子どもたちへの
教育機会提供支援に関
し、皆 様より様 々な面
で大 変お世 話になり、
どうもありがとうござ

いました。2020年度募金活動の実績は、昨年度よりやや減少し7,729人分
（昨年度7,977人分）でした。（この内、奨学生を指定されないEタイプは

514,450.25バーツで募金箱からは566,841.50バーツでした。）
なお、今年度の奨学生証書などの送付に就きましては以前お知らせ致し
ました通り、Covid-19対策により、奨学生の最終的な通学の確認や奨学
金の振込み等の手続は、例年より１カ月ほど遅れます。このため、ご支援
戴いた方々への奨学生証書と写真などの発送は2020年9月からとなり
ます。色々とご不便をおかけ致しますが、何卒ご理解戴きますようお願い
申し上げます。

自動販売機設置による
2020年度の募金実績
Covid-19の影響を受け
日本自動販売機会社の
AOC社のご協力により、
同社の自動販売機をタ
イにある会社の事務所
や工場に設置いただく
ことにより、従業員の飲
み物やスナックなどの
購入が、「ダルニー奨学

金」へのご寄付に繋がります。この方法により2020年度に、ご協力いただ
いている９カ所の設置場所からの販売品数は合計64,868個、その結果ダ
ルニー奨学金へのご寄付は15,670.90バーツとなりました。これにより今
年度中学に進学した2人の学生に奨学金を提供することができました。
また、今年はより多くの皆様方にこのような方法でのご支援をお願い致
したく考えております。会社事務所、工場、アパート、商店街等、どのような
場所でも大歓迎ですので、ご興味をお持ち戴ける方は、お気軽にEDF ま
でお問い合わせください。

Facebook : EDF Thailand

Twitter : EDF-Thailand

Instagram : edfthailand


